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（1） ジャン・ゲプサア入門

ジ
ャ
ン
・
ゲ
プ
サ
ア
入
門

海
老
坂　
　
　

高

Jean G
ebser

死
し
て
三
十
余
年
、
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
基
本
的
状
況
は
何
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
依
然
と
し
て
私
た
ち

は
「
時
代
の
か
わ
り
目
」（5-2, 18

）
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
総
力
戦
下
に
お
け
る
全
体
へ
の
個
人
の
隷
属
。
技
術
を
駆

使
し
た
物
質
的
繁
栄
の
前
で
色
褪
せ
る
伝
統
的
精
神
的
諸
価
値
。
根
原
（U

rsprung

）
と
の
繋
が
り
を
失
っ
た
精
神
が
専
門
化
、

断
片
化
の
迷
路
の
果
て
に
行
き
つ
く
無
明
な
い
し
は
生
命
力
の
枯
渇
。
知
の
最
前
線
に
立
つ
西
洋
の
科
学
者
た
ち
が
、
相
次
い
で
古

色
蒼
然
た
る
東
洋
の
学
堂
に
馳
せ
参
じ
る
光
景
を
前
に
し
て
、
私
た
ち
は
危
機
の
重
み
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ジ
ャ
ン
・
ゲ
プ
サ
ア
が
現
代
の
学
問
的
動
向
に
お
け
る
「
革
命
」（1, 173

）
の
文
明
論
的
意
義
を
俯
瞰
し
た
『
西
洋
の
変
貌
』

（A
bendländische W

（
一
）

andlung

）
を
発
表
し
た
の
は
、
世
界
大
戦
の
破
局
的
展
開
が
不
安
と
憎
悪
と
絶
望
の
闇
を
現
出
し
て
い
た

一
九
四
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

「
時
の
終
わ
り
」（3, 399

）
が
意
識
さ
れ
る
と
き
、
錯
綜
す
る
個
々
の
事
象
を
超
え
た
歴
史
の
行
方
が
注
視
さ
れ
る
。
個
々
の
事

実
は
そ
の
背
後
の
見
え
ざ
る
大
き
な
運
動
の
表
徴
と
み
な
さ
れ
る
。
歴
史
哲
学
の
誕
生
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ュ
ペ
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（2）

ン
グ
ラ
ー
、
そ
し
て
ゲ
プ
サ
ア
に
通
底
す
る
の
は
、
個
人
の
視
界
に
は
収
ま
ら
ぬ
広
大
な
対
象
を
扱
う
際
に
避
け
が
た
い
個
別
的
な

誤
認
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
障
害
を
乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
で
獲
得
さ
れ
る
巨
視
的
直
観
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
直
観
は
、
何
も
の

に
も
ま
し
て
未
来
に
か
か
わ
る
。
け
だ
し
未
来
と
は
希
望
の
投
影
で
あ
る
。
か
れ
は
一
九
四
一
年
に
書
い
て
い
る
。

「（
略
）
こ
の
よ
う
な
規
模
の
非
人
間
性
と
破
壊
的
暴
力
を
こ
れ
以
上
は
無
理
な
ほ
ど
前
面
に
押
し
出
し
た
今
の
時
代
に
お
い
て
は
、

そ
れ
に
見
合
う
規
模
の
人
間
性
と
建
設
的
な
善
意
が
別
の
次
元
で
対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（7, 282

）

ゲ
プ
サ
ア
の
人
間
理
解
の
根
本
は
、
意
識
の
複
層
的
理
解
に
あ
る
。
近
く
に
あ
る
も
の
と
遠
く
に
あ
る
も
の
、
顕
わ
れ
た
も
の
と

隠
れ
た
も
の
の
遠
近
法
。
主
著
『
根
源
と
現
在
』（U

rsprung und G
egenw

art　

第
一
部
一
九
四
九
年
、
第
二
部
一
九
五
三
年
）

で
示
導
動
機
と
し
て
据
え
ら
れ
る
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」（Perspektiv

）
の
概
念
は
ゲ
プ
サ
ア
の
思
考
の
中
心
に
位
置
す
る
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
以
降
、
決
定
的
と
な
っ
た
西
洋
人
の
意
識
の
あ
り
方
と
し
て
の
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
は
、
西
洋

の
境
界
を
越
え
て
世
界
に
広
が
り
、「
技
術
」（Technik

）
に
よ
る
自
然
の
支
配
を
可
能
に
し
た
が
、
技
術
化
に
よ
る
幸
福
追
求
の

夢
は
も
ろ
く
も
潰
え
、
今
や
技
術
の
進
歩
は
満
足
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
懐
疑
と
不
安
を
か
き
た
て
る
の
で
あ
る
。
技

術
と
そ
れ
を
支
え
る
学
問
は
、
元
を
た
だ
せ
ば
、
西
洋
に
由
来
す
る
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
と
い
う
意
識
構
造
の
所
産
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

ヴ
ィ
ー
コ
以
来
、
奉
じ
ら
れ
て
き
た
、
歴
史
は
間
断
な
く
前
進
す
る
と
い
う
思
想
は
つ
い
に
は
「
西
洋
の
没
落
」
と
い
う
観
念
に

行
き
つ
い
た
。
し
か
し
時
代
の
危
機
と
は
、
巷
間
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
、「
病
」（5-1, 231

）
の
結
果
で
は
な
い
。
罹
病

の
意
識
を
抱
く
と
き
、
す
で
に
回
復
の
運
動
は
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
隠
れ
た
も
の
が
顕
在
化
す
る
過
渡
期
の
過
程
で
あ
る
。

窮
地
に
立
た
さ
れ
た
意
識
は
新
た
に
「
あ
る
も
の
」
を
組
み
入
れ
る
。
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
理
論
が
示
す
ご
と
く
、
こ
の
「
あ
る
も
の
」

は
た
と
え
大
海
の
一
滴
に
す
ぎ
ぬ
に
し
て
も
、
意
識
構
造
の
根
本
的
再
編
（
た
と
え
ば
ケ
ー
ラ
ー
の
「
洞
察
」）
を
引
き
起
こ
す
こ
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（3） ジャン・ゲプサア入門

と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
新
た
な
視
野
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
全
面
的
な
、
断
絶
を
伴
う
意
識
の
変
化
を
、
ゲ
プ
サ
ア
は
「
突
然
変
異
」（M

（
二
）

utation

）
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
歴
史
上
、
一
回

限
り
の
も
の
で
は
な
い
。
従
来
の
意
識
の
あ
り
方
で
は
環
境
の
変
化
に
も
は
や
十
分
に
対
応
で
き
な
く
な
る
時
代
に
は
、
繰
り
返
し

生
起
す
る
。
古
代
世
界
で
は
紀
元
前
五
世
紀
ご
ろ
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
神
話
的
意
識
か
ら
の
跳
躍
と
し
て
経
験
さ
れ
た
。
神
話

的
意
識
は
精メ

ン
タ
ー
ル

神
的
（m

ental

）
意
識
へ
と
変
容
す
る
こ
と
で
危
機
に
対
処
し
た
。
同
様
の
跳
躍
は
一
三
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
繰
り

返
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
在
は
そ
の
精メ

ン
タ
ー
ル

神
的
意
識
が
危
機
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

件
の
「
革
命
」、
す
な
わ
ち
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
、
プ
ラ
ン
ク
以
降
の
量
子
物
理
学
、
ラ
イ
ン
の
超
心
理
学
、

デ
・
ブ
リ
ー
ス
の
突
然
変
異
説
、
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
リ
ー
ト
マ
ン
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
理
論
、
ホ
ー
ル
デ
ン
の
生
物
学
、
そ
し
て
フ
ロ
イ

ト
に
は
じ
ま
り
ア
ー
ド
ラ
ー
と
ユ
ン
グ
に
よ
り
展
開
さ
れ
る
深
層
心
理
学
は
、
袋
小
路
に
陥
っ
た
精メ

ン
タ
ー
ル

神
的
意
識
が
根
本
的
な
変
容
を

経
て
、
新
た
な
境
地
に
達
す
る
徴
候
に
ほ
か
な
ら
な
い（

三
）。

そ
れ
で
は
世
紀
の
変
わ
り
目
に
は
じ
ま
る
「
革
命
」
の
歴
史
哲
学
的
意
味
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
主
客

の
分
離
・
対
立
の
克
服
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
は
じ
ま
る
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
の
意
識
は
五
〇
〇
年
間
に

わ
た
っ
て
主
体
の
客
体
か
ら
の
独
立
と
分
離
を
押
し
進
め
、
一
方
で
は
近
代
文
明
の
原
動
力
た
る
自
然
支
配
の
知
識
を
獲
得
し
た
が
、

他
方
で
は
詩
人
リ
ル
ケ
を
苦
し
め
る
実
存
の
「
不
安
」（Sorge
）
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
死
に
至
る
病
」
は
、
主

体
に
対

―

峙
す
る
客
体
の
沈
黙
の
産
物
で
あ
り
、
世
界
か
ら
断
絶
し
孤
立
し
た
ま
ま
現

―

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
間
の
あ
り
方

に
由
来
す
る
が
ゆ
え
に
構
造
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
意
識
の
構
造
を
全
面
的
に
転
換
し
て
、
断
ち
切
ら
れ
た
関
係
性
を
復
活
す
る
こ

と
な
し
に
は
解
消
さ
れ
え
な
い
。

一
九
世
紀
の
後
半
か
ら
西
洋
社
会
に
勃
興
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
運
動
は
、
世
俗
的
な
心
霊
主
義
か
ら
科
学
的
な
「
心
霊
研
究
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（4）

協
会
」（The Society for Psychical R

esearch

）
ま
で
、
こ
の
「
死
に
至
る
病
」
に
対
す
る
個
人
の
宣
戦
布
告
だ
っ
た
と
解
し

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
時
代
を
席
巻
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
個
人
の
精
神
的
無
化
を
前
提
と
し
た
、
社
会
的

政
治
的
な
レ
ベ
ル
で
の
反
抗
で
あ
る
。
し
か
し
、
精
神
性
を
す
っ
か
り
抜
き
取
ら
れ
た
死
せ
る
物
質
に
再
び
い
の
ち
を
蘇
ら
せ
よ
う

と
す
る
試
み
は
、
挫
折
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
ウ
ニ
オ
・
ミ
ュ
ス
テ
ィ
カ
で
あ
れ
、
民
族
共
同
体
の
復
活
で
あ
れ
、
性
急
な
形
で
魔

術
的
な
い
し
は
神
話
的
次
元
に
解
決
策
を
求
め
る
な
ら
ば
、
環
境
へ
の
適
応
を
通
し
て
進
化
し
て
き
た
意
識
の
歩
み
を
否
定
す
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

四
）。

個
人
の
主
体
性
に
活
路
を
開
こ
う
と
す
る
実
存
主
義
は
、
主
体
性
が
現
在
の
意
識
の
産
物
で
あ
る
以
上
、

対
症
療
法
に
と
ど
ま
る
。
真
の
解
決
は
、
新
た
な
環
境
に
適
応
す
る
、
意
識
の
地
平
の
革
新
以
外
に
は
な
い
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
か
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
意
識
の
展
開
史
を
辿
る
必
要
が
あ
る（

五
）。

そ
も
そ
も
意
識
の
進
歩
と
は
、
意
識
の
枠
組
み
で
あ
る
時
間
・
空
間
構
造
の
革
新
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
意
識
は
「
根
源
」
の
「
太

古
的
構
造
」
か
ら
出
発
す
る
。
こ
の
段
階
の
意
識
は
深
い
眠
り
に
つ
き
夢
を
見
な
い
。
万
有
は
ま
っ
た
き
同
一
性
に
貫
か
れ
て
い
る
。

主
客
の
対
立
は
お
ろ
か
、
時
間
・
空
間
も
な
い
。
世
界
は
内
も
外
も
な
く
、
無
意
識
の
心
霊
に
満
た
さ
れ
て
い
る
。
聖
書
の
楽
園
が

示
す
よ
う
に
、
人
間
と
万
有
の
あ
い
だ
に
は
何
の
問
題
も
生
じ
な
い
。「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
は
零
次
元
の
無
で
あ
る
。
や
が
て

意
識
の
覚
醒
が
は
じ
ま
る
と
、
同
一
性
は
破
ら
れ
て
、「
単
一
性
」（U

nität

）
に
移
行
す
る
。
こ
の
魔
術
的
段
階
に
お
い
て
意
識
は

な
か
ば
ま
ど
ろ
み
、
な
か
ば
覚
醒
し
て
い
る
。
時
間
も
空
間
も
ま
だ
未
分
化
で
は
あ
る
が
、「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
へ
の
運
動
が

は
じ
ま
る
の
で
、
一
次
元
の
「
前
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」（vorperspektivisch

）
段
階
と
呼
ば
れ
る
。
紀
元
前
七
世
紀
に
制
作

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
コ
リ
ン
ト
の
香
油
容
器
が
あ
る
。
そ
の
表
面
に
は
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
ロ
ゼ
ッ
タ
模
様
や
鳥
な
ど
の
形

象
で
隙
間
な
く
埋
め
尽
く
さ
れ
た
「
海
」
の
な
か
に
ア
ル
テ
ミ
ス
が
「
浸
っ
て
い
る
」。
あ
る
い
は
「
絨
毯
の
中
に
織
り
込
ま
れ
て

い
る
」
と
も
見
え
る
。
こ
の
絵
柄
に
は
魔
術
的
意
識
の
状
態
が
典
型
的
な
形
で
現
れ
て
い
る
。
未
分
化
の
意
識
は
世
界
の
な
か
に
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（5） ジャン・ゲプサア入門

「
織
り
込
ま
れ
て
」
お
り
、
時
間
は
「
自
然
の
時
間
」（N

atur-Zeit

）
と
し
て
ま
ど
ろ
み
の
な
か
で
「
体
験
」（Erlebnis

）
さ
れ
る

に
す
ぎ
な
い
。（2, 99f

）

魔
術
的
段
階
の
克
服
は
外
界
（
世
界
）
と
内
界
（
魂
）
を
区
別
す
る
神
話
的
意
識
の
登
場
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
魔

術
的
段
階
で
は
「
体
験
」
に
よ
っ
て
無
意
識
に
統
一
さ
れ
て
い
た
全
有
に
は
、
世
界
と
魂
と
い
う
ふ
た
つ
の
極
が
生
ま
れ
る
。「
体

験
」
は
「
経
験
」（Erfahrung

）
に
移
行
す
る
。「
体
験
」
に
映
じ
て
い
る
の
は
世
界
の
絶
え
ざ
る
流
動
だ
が
、「
経
験
」
は
そ
れ
を
、

両
極
を
め
ぐ
る
周
回
運
動
に
整
序
す
る
。
四
季
や
星
座
な
ど
自
然
の
周
期
性
を
反
映
し
た
「
亜
時
間
」（Zeithaftigkeit

）
の
意
識

が
誕
生
す
る
。
こ
の
円
環
的
時
間
は
固
定
し
た
方
向
を
も
た
ず
、
は
じ
ま
り
も
な
く
終
わ
り
も
な
い
。
し
か
し
反
復
の
作
用
を
通
し

て
意
識
は
運
動
を
固
定
化
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
想
像
力
が
芽
生
え
、
神
話
的
形
象
が
誕
生
す
る
。
二
次
元
の
「
非
パ
ー
ス
ペ
ク
テ

ィ
ヴ
な
」（unperspektivisch

）
神
話
的
意
識
に
は
、
客
体
化
さ
れ
た
奥
行
き
の
あ
る
空
間
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
芸
術
は
三
次
元
を
量
的
に
理
解
す
る
の
み
で
、
生
の
緊
張
を
伴
う
質
的
空
間
の
観
念
を
欠
い

て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
こ
の
段
階
に
あ
る
。
空
間
は
、
母
の
胎
内
を
示
す
空
洞
か
、
あ
る
い
は
屹
立
す
る
フ

ァ
ル
ス
た
る
列
柱
の
あ
い
だ
を
充
た
す
単
な
る
「
間
」（Zw

ischenraum

）
で
あ
る
ほ
か
な
い
。
無
分
節
の
「
内
部
存
在
」（In-

Sein

）
の
庇
護
か
ら
い
ち
早
く
抜
け
出
し
た
プ
ラ
ト
ン
は
、
だ
か
ら
洞
窟
を
比
喩
と
し
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。（2, 36f.

）

神
話
的
段
階
は
精メ

ン
タ
ー
ル

神
的
段
階
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
三
次
元
空
間
が
獲
得
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
時
間
の
抽

象
化
が
は
じ
ま
る
。
非
合
理
的
な
両
極
性
思
考
、「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
と
い
う
「
オ
ケ
ア
ノ
ス
思
考
」（okeanisches D

enken

）

に
代
わ
っ
て
、
合
理
的
な
二
元
性
思
考
、「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
と
い
う
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
思
考
」（Pyram

idendenken

）
が
登
場
す

る
。
こ
の
転
換
は
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
正
確
に
は
ア
テ
ナ
イ
を
中
心
と
す
る
哲
学
の
勃
興
に
お
い
て
明
ら
か
に

な
る
が
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
一
三
世
紀
中
葉
か
ら
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
の
獲
得
と
い
う
形
を
と
っ
て
繰
り
返
さ
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れ
る
。

ト
ゥ
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
の
「
抒
情
的
自
我

―

詩
」
は
世
界
と
詩
作
す
る
人
間
の
あ
い
だ
に
、
い
き
な
り
深
淵
を
切
り
開
い
て
み
せ
た
。

集
合
的
無
意
識
の
夜
が
明
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
ペ
ト
ル
ス
・
ヒ
ス
パ
ヌ
ス
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
霊
魂
説
を
用
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

初
の
心
理
学
概
説
を
試
み
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
一
二
八
三
年
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
公
開
の
時

計
台
は
、
時
間
の
視
覚
化
、
空
間
化
に
貢
献
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
拠
す
る
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
の
世
界
解
釈
、
ド
ゥ
ン

ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
に
よ
る
意
志
と
感
情
の
復
権
は
、
合
理
性
と
時
間
性
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。（2, 39

）

ゲ
プ
サ
ア
に
よ
れ
ば
、「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
意
識
の
最
初
の
有
力
な
証
拠
文
献
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
が
一
三
三
六
年
に
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
派
の
神
学
教
授
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
デ
ィ
オ
ニ
ギ
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
で
あ
る
。
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
北
東
、
ロ
ー

ヌ
河
が
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
プ
ス
と
セ
ヴ
ナ
ン
の
丘
陵
地
帯
を
分
か
つ
と
こ
ろ
、
優
美
な
稜
線
を
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
蒼
穹
に
走
ら
せ
る

孤
峯
モ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
。
三
二
歳
の
詩
人
は
、
標
高
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
か
ら
の
光
景
、
す
な
わ
ち
足
下
の
雲
海
を
透
か

し
て
き
ら
め
く
ロ
ー
ヌ
河
、
白
波
を
あ
げ
る
地
中
海
の
測
り
が
た
い
広
さ
、
リ
ヨ
ン
の
山
嶺
…
…
を
は
っ
き
り
と
意
識
す
る
。
そ
の

圧
倒
的
な
印
象
は
か
れ
の
魂
を
揺
さ
ぶ
ら
ず
に
は
お
か
な
い
。「
風
景
の
発
見
」（2, 40

）
が
は
じ
ま
る
瞬
間
で
あ
る
。
魂
か
ら
は

独
立
し
た
空
間
の
、
現
実
に
即
し
た
合
理
的
な
価
値
づ
け
は
一
九
世
紀
の
唯
物
論
に
至
る
ま
で―

意
識
の
強
化
は
「
物
象
化
」

（D
inglichung

）
の
強
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
（2, 205

）―
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
五
世
紀
初
頭
の
ア
ン
ブ
ロ
ー

ジ
オ
・
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
と
ジ
オ
ッ
ト
に
は
、
は
や
く
も
「
非
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
世
界
か
ら
の
離
反
が
見
て
と
れ
る
。

チ
ェ
ン
ニ
ー
ニ
か
ら
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
、
ピ
エ
ロ
・
デ
ル
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
を
経
て
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
お
い
て
大

成
さ
れ
る
遠
近
法―

「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
は
、
絵
画
の
領
域
を
超
え
て
、
新
た
な
意
識
段
階
一
般
の
本
質
を
な
す
要
素
で
あ

る
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
の
天
文
学
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
解
剖
学
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
血
液
循
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環
説
は
、
い
ず
れ
も
平
面
的
世
界
観
か
ら
の
離
脱
を
示
し
て
い
る
。
三
次
元
の
空
間
意
識
は
外
界
の
合
理
化
、
客
体
化
を
進
め
る
と

同
時
に
外
界
に
対
峙
す
る
自
我
の
意
識
を
強
化
す
る
。
空
間
の
強
調
は
唯
物
論
と
自
然
主
義
に
お
い
て
頂
点
に
達
す
る
。「
物
象

化
」
の
対
象
は
時
間
に
も
及
ぶ
。
い
ま
や
日
常
生
活
に
お
い
て
は
空
間
化
、
物
質
化
さ
れ
た
時
間
の
所
有
が
肥
大
化
し
た
自
我
を
悩

ま
し
て
い
る
、「
時
は
金
な
り
」
と
。
二
元
論
に
基
づ
く
時
間
の
客
体
化
は
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
以
降
ロ
ッ
ク
と
カ
ン
ト
に
至

る
ま
で
進
め
ら
れ
た
。
客
体
化
さ
れ
た
時
間
は
さ
ら
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
い
て
、
事
物
の
客
観
的
時
間
と
魂
の
主
観
的
時
間
に
区
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
野
心
的
な
哲
学
は
さ
ら
に
こ
の
道
を
つ
き
進
み
、
つ
い
に
は
「
時
間
を
合
理
的
に
粉
砕
す
る
」「
無
の
無
」

（N
ichtendes N

ichts

）
を
導
入
す
る
に
至
る
。
し
か
し
そ
れ
は
精メ
ン
タ
ー
ル

神
的
構
造
を
神
話
的
構
造
の
「
否
定
的
戯
画
」
と
と
り
違
え
る

こ
と
で
、「
無
意
識
の
う
ち
に
神
話
的
な
も
の
に
退
落
す
る
」
危
険
を
孕
ん
で
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
は
、
そ
の

紛
れ
も
な
い
症
例
で
は
な
い
の
か
。（2, 259ff.; 3, 547

）

こ
れ
ま
で
各
意
識
段
階
の
末
期
に
は
、
次
の
段
階
を
予
示
す
る
現
象
が
生
起
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
魔
術
的
段
階
の
終
わ
り
に

は
、
四
季
の
儀
礼
、
天
体
の
運
行
の
記
録
、
暦
の
制
作
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
神
話
的
段
階
の
終
わ
り
に
は
、「
ネ
キ
ア
」

（N
ekyia

）
と
呼
ば
れ
る
、
魂
の
暗
部
、
す
な
わ
ち
無
意
識
の
意
識
化
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ゼ
ウ
ス
の
頭
か
ら
飛
び
出
す

知
恵
の
女
神
ア
テ
ナ
の
神
話
的
形
象
は
来
る
べ
き
意
識
の
覚
醒
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。（2, 107; 2, 123f.

）

相
対
性
理
論
、
量
子
物
理
学
お
よ
び
量
子
生
物
学
、
精
神
身
体
医
学
、
深
層
心
理
学―

こ
れ
ら
の
諸
学
は
、
い
ず
れ
も
「
空
間

と
時
間
の
新
た
な
把
握
」
と
い
う
同
じ
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
精メ

ン
タ
ー
ル

神
的
段
階
を
乗
り
越
え
る
段
階
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

意
識
状
態
の
変
革
は
学
問
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
新
た
な
意
識
段
階
の
理
解
は
「
徐
々
に
」（2, 60

）
し
か
進
ま
な
い
か
ら
、

現
在
の
よ
う
な
過
渡
期
に
あ
っ
て
は
、
時
代
を
先
取
り
す
る
芸
術
活
動
の
役
割
は
こ
と
さ
ら
重
要
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

新
た
な
現
象
に
既
存
の
ス
ケ
ー
ル
を
当
て
嵌
め
る
誤
解
も
生
じ
る
。
存
在
論
の
範
疇
を
用
い
た
四
次
元
の
分
析
（
ニ
コ
ラ
イ
・
ハ
ル
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ト
マ
ン
）、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
時
間
概
念
を
二
元
論
に
還
元
す
る
解
釈
（
ア
ド
ル
ノ
）
は
そ
の
代
表
例
と
い
え
る
。（3, 

457; 3, 604

）

ゲ
プ
サ
ア
の
意
識
構
造
理
論
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
概
念
は
「
透
徹
」（Transparenz

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
合
理
化
、
抽
象

化
さ
れ
た
「
表
象
と
し
て
の
世
界
」
を
克
服
す
る
意
識
の
新
た
な
段
階
の
本
質
的
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
意
識
の
歴
史
と
は
、

時
代
と
と
も
に
視
力
を
増
し
て
ゆ
き
「
透
徹
」
に
至
る
進
歩
の
歴
史
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、『
リ
ル
ケ
と
ス
ペ
イ
ン
』（R

ilke 

und Spanien

）
に
は
じ
ま
り
『
根
源
と
現
在
』
に
結
実
す
る
こ
の
思
想
は
、
成
立
時
期
か
ら
い
っ
て
も
、
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、

テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
宇
宙
進
化
史
の
構
想
に
重
な
る
。「
だ
か
ら
生
命
の
世
界
の
歴
史
と
は
、
宇
宙
の
な
か
を
い
っ

そ
う
深
く
見
と
お
す
力
が
し
だ
い
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
完
成
さ
れ
て
い
く
眼
の
形
成
史
と
い
え
る
だ
ろ
う
。」（『
現
象
と
し
て
の
人
間
』

一
九
五
五
年（

六
））。

も
っ
と
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
に
あ
る
テ
イ
ヤ
ー
ル
は
、
意
識
の
頂
点
と
し
て
「
透
徹
」
の
代
わ
り
に
「
オ
メ
ガ

点
」
を
置
く
の
で
は
あ
る
が
。
一
九
六
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
根
源
と
現
在
』
第
二
版
の
序
文
に
お
い
て
は
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
と
と
も

に
、
イ
ン
ド
の
思
想
家
オ
ー
ロ
ビ
ン
ド
・
ゴ
ー
シ
ュ
が
称
揚
さ
れ
て
い
る
。
テ
イ
ヤ
ー
ル
に
と
っ
て
は
科
学
の
世
紀
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
の
基
礎
づ
け
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
ゲ
プ
サ
ア
が
注
目
す
る
の
は
西
洋

―

東
洋
の
相
補
性
で
あ
る（
七
）。（2, 18f.

）

さ
て
、
現
在
の
意
識
段
階
が
直
面
す
る
問
題
の
真
の
克
服
は
ど
の
よ
う
に
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ゲ
プ
サ
ア
に
よ
れ
ば
、

弁
証
法
的
な
意
味
に
お
け
る
「
揚
棄
」（aufheben

）
は
根
本
的
解
決
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
。「
揚
棄
」
は
対
立
お
よ
び
二

元
性
を
本
質
と
す
る
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
意
識
段
階
が
生
み
出
し
た
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
意
識
の
発
達
史
を
振
り
返
る
な

ら
ば
、
意
識
の
次
元
で
起
こ
る
次
の
跳
躍
は
、
三
次
元
を
超
え
た
四
次
元
の
時
空
一
体
構
造
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
来

る
べ
き
「
ア
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」（aperspektivisch

）
意
識
の
段
階
は
「
統
合
」（Integral

）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に

通
過
し
て
き
た
諸
段
階
は
、
空
間
的
比
喩
を
用
い
る
な
ら
ば
、「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
意
識
の
下
に
重
層
的
に
堆
積
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
古
層
が
依
然
と
し
て
潜
在
力
を
有
し
て
い
る
事
実
は
、
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
る
復
古
的
精
神
運
動
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
現
代
芸
術
が
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
強
い
関
心
を
抱
く
の
も
、
現
代
人
が
と
き
と
し
て
魔
術
的
・
神
話
的
観
念
に
囚
わ
れ

る
由
縁
も
こ
こ
に
あ
る
。「
統
合
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
複
層
構
造
を
「
体
系
化
」
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
隠
さ
れ
た
諸
層
の
構
造
と

関
連
を
く
ま
な
く
「
透
視
し
」（diaphanieren

）、
そ
れ
ら
の
潜
在
力
の
支
配
を
免
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
自
在
に
使
い
こ
な

す
こ
と
、
そ
れ
が
「
統
合
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
境
地
で
あ
る（

八
）。

「
ア
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
意
識
に
お
い
て
、
空
間
と
時
間
は
、
も
は
や
世
界
を
成
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
互
い
に
独
立
し
た
不

変
の
枠
組
み
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
時
空
一
体
の
世
界
把
握
に
基
づ
く
、
新
た
な
意
識
の
再
体
制
化
が
起
こ
る
。
空
間
化
、
抽

象
化
さ
れ
た
時
間
に
お
い
て
は
、
も
は
や
「
起
点
」（A

nfang

）
は
二
度
と
戻
っ
て
は
こ
な
い
。
神
話
的
円
環
構
造
は
否
定
さ
れ
、

時
間
は
一
方
向
に
等
速
で
進
む
（「
時
計
の
時
間
」）。
し
か
し
具
体
性
を
獲
得
す
る
新
た
な
時
間
意
識
に
お
い
て
は
、
忘
れ
ら
れ
た

「
根
源
」
が
再
び
姿
を
現
す
。
は
じ
ま
り
と
し
て
一
度
は
消
え
去
っ
た
「
根
源
」
は
「
現
在
」
に
お
い
て
回
復
さ
れ
る
。
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
の
「
瞬
間
」、
ロ
バ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
や
リ
ー
マ
ン
に
よ
る
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
探
求
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
時
間
と
自
由
』、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
純
粋
意
識
」、
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
不
確
定
性
原
理
、
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー

ア
の
相
補
性
原
理
、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
生
き
ら
れ
る
時
間
」、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ

ー
の
「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
ク
ラ
イ
ス
」、
ユ
ン
グ
の
共
時
性
概
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
新
た
な
意

識
状
態
の
重
要
な
予
告
な
の
で
あ
る（

九
）。

空
間
と
時
間
の
概
念
の
革
新
は
、
芸
術
創
造
の
場
に
お
い
て
、
よ
り
鋭
敏
な
形
で
現
れ
て
く
る
。
ア
ー
ノ
ル
ト
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル

ク
は
初
期
の
理
論
的
著
作
に
お
い
て
は
や
く
も
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
参
照
し
て
い
る
が
、
相
対
性
理
論
の
登
場
以
前
に
書
か
れ
た

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
作
品
の
調
性
は
、
も
は
や
線
的
で
は
な
く
、
す
で
に
球
面
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
建
築
に
お
い
て
は
、
均
整
の
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体
系
が
放
棄
さ
れ
、
時
間
の
契
機
を
導
入
し
た
動
的
空
間
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
機
能
主
義
（
サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
ア
ー
ド
ラ

ー
）
と
は
空
間
構
成
に
お
け
る
時
間
の
導
入
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ー
ピ
ウ
ス
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ア
・
ロ

ー
エ
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
ル
・
コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
作
品
は
、
内
と
外
を
分
か
つ
壁
を
撤
去
し
た
「
開
か
れ
た
空
間
」
を

構
成
す
る
が
、
そ
こ
に
は
二
元
論
の
克
服
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。（3, 606; 3, 616f.; 3, 619

）

新
た
な
意
識
段
階
を
も
っ
と
も
鮮
や
か
に
印
象
づ
け
て
く
れ
る
も
の
は
絵
画
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
シ
ュ

ヴ
ル
ー
ル
の
補
色
原
理
に
関
す
る
講
演
に
衝
撃
を
受
け
た
の
は
一
八
二
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ュ
ス
リ
と
ジ
ェ
リ
コ
は
す
で
に

因
習
的
な
絵
画
の
原
理
に
向
け
て
反
抗
を
は
じ
め
て
い
た
。
だ
が
、
新
た
な
展
開
が
明
瞭
に
な
る
の
は
セ
ザ
ン
ヌ
に
お
い
て
で
あ
る
。

セ
ザ
ン
ヌ
は
空
間
を
平
面
で
は
な
く
、
曲
面
と
し
て
捉
え
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
が
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
を
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
問

題
で
は
な
い
。
か
れ
が
画
家
の
直
観
と
論
理
に
従
っ
て
球
面
に
到
達
し
た
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
は
や

く
も
セ
ザ
ン
ヌ
の
視
覚
を
継
承
す
る
鋭
敏
な
画
家
た
ち
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ア
ン
ソ
ー
ル
、
ホ
ド
ラ
ー
が
現
れ
る
。（3, 

626ff.

）
絵
画
に
お
け
る
先
駆
性
は
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
に
お
い
て
決
定
的
に
な
る
。
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
は
時
代
の
転
換
を
明
確
に
理
解
し
、
空
間

の
克
服
を
主
張
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
は
「
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
婦
人
」（
一
九
三
〇
年
）
と
「
サ
オ
」（
一
九
三
一
年
）
で
、
新
し
い

時
間
概
念
を
肖
像
画
に
導
入
し
て
い
る
。
ピ
カ
ソ
の
絵
画
は
一
瞥
で
対
象
全
体
を
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
西
洋
の
伝
統
に
お

い
て
「
観
る
こ
と
」（A

nschauen

）
と
は
、
あ
る
特
定
の
時
点
に
あ
る
特
定
の
場
所
か
ら
対
象
の
一
部
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
は
全
体
の
把
握
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
ピ
カ
ソ
は
、
視
点
の
移
動
と
い
う
時
間
の
流
れ
を
分
断
し
、
様
々
な
視
点

が
そ
れ
ぞ
れ
構
成
す
る
諸
像
を
一
枚
の
カ
ン
バ
ス
に
ま
と
め
て
「
同
時
に
」
提
示
す
る
。
そ
れ
は
神
秘
主
義
的
直
観
と
は
異
な
る
が
、

部
分
で
は
な
く
全
体
の
描
写
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
時
間
概
念
の
革
新
な
く
し
て
は
生
ま
れ
な
い
。
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（2, 61ff.

）

「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
世
界
で
は
個
々
の
部
分
し
か
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
、「
ア
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
世
界
で
は
全
体

と
し
て
知
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
時
間
の
複
雑
な
構
造
が
抽
象
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
隅
々
に
至
る
ま
で
一
点
の
曇
り
な

く
意
識
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
時
間
が
純
粋
な
物
質
で
は
な
い
上
は
、
四
次
元
の
時
空
に
お
い
て
露
わ
に
な
る
全
体
と

は
、
単
な
る
物
質
の
集
合
で
は
な
く
、
精
神
性
を
含
む
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
、
ジ
ャ
ン
・
ゲ
プ
サ
ア
の
思
想
の
素
描
を
試
み
た
。

ゲ
プ
サ
ア
は
、
統
合
意
識
に
よ
る
「
ア
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
段
階
の
可
能
性
を
、
と
り
わ
け
禅
の
「
悟
り
」
に
見
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
禅
は
ヤ
ー
コ
プ
・
ベ
ー
メ
の
よ
う
な
西
洋
神
秘
主
義
の
最
高
峰
に
比
肩
す
る
宗
教
体
験
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

す
で
に
ヘ
ル
マ
ン
・
グ
ラ
ー
フ
・
カ
イ
ザ
ー
リ
ン
グ
の
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ゲ
プ
サ
ア
は
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
西
洋

精
神
の
未
来
の
導
き
手
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
現
在
の
西
洋
社
会
に
広
が
っ
た
「
ゼ
ン
」
と
い
う
波
紋
の
は
じ
ま

り
を
見
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
・
サ
イ
エ
ン
ス
や
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
に
お
け
る

東
洋
趣
味
の
端
緒
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う

（
一
〇
）。（4, 89

）

た
し
か
に
、
私
た
ち
日
本
人
は
合
理
的
、
因
果
的
思
考
法
の
ほ
か
に
、
そ
れ
と
は
異
質
の
、
禅
の
世
俗
化
し
た
技
法
と
も
と
れ
る

思
考
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
自
在
性
、
な
い
し
は
「
あ
れ
も
、
こ
れ
も
」
が
意
識
の
新
段
階
を
画
す
る
と
は
と
て
も

い
え
ま
い
。「
東
は
東
、
西
は
西
」
と
い
う
キ
プ
リ
ン
グ
の
言
葉
は
依
然
と
し
て
ゲ
プ
サ
ア
に
も
当
て
は
ま
る
、
も
は
や
理
解
不
能

な
隣
人
で
は
な
い
に
せ
よ
。
東
西
の
対
話
は
ま
だ
開
か
れ
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

私
た
ち
が
ゲ
プ
サ
ア
の
指
摘
す
る
時
代
の
病
を
共
有
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
私
た
ち
の
意
識
が
精メ

ン
タ
ー
ル

神
的
段
階
に
あ
る
こ
と
も
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認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
精メ
ン
タ
ー
ル

神
的
段
階
の
終
局
に
あ
る
と
い
う
歴
史
意
識
、
さ
ら
に
は
新
た
な
時
代
の
希
望
と
し
て
語
ら
れ

る
「
空
間
か
ら
の
自
由
」、「
時
間
か
ら
の
自
由
」
と
い
う
も
の
が
、
西
洋
人
と
同
様
の
強
度
と
切
迫
さ
を
も
っ
て
私
た
ち
に
感
じ
取

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。
私
た
ち
日
本
人
の
意
識
の
発
展
史
が
書
か
れ
る
と
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
魔
術
的
、
神
話
的
意

識
を
引
き
ず
っ
た
情
緒
的
な
矛
盾
し
た
記
述
や
、
西
洋
思
想
の
牽
強
付
会
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
明
晰
な
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ヴ
」
を
も
っ
て
構
造
を
析
出
す
る
こ
と
。
時
代
の
病
の
処
方
箋
は
私
た
ち
自
身
の
意
識
の
う
ち
に
あ
る
。

年
譜
（
全
集
第
七
巻
に
基
づ
く
）

ゲ
プ
サ
ア
は
一
九
〇
五
年
八
月
二
〇
日
ポ
ー
ゼ
ン
に
生
ま
れ
た
。

父
親
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

―

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（Friedrich-W

ilhelm

）
は
法
律
顧
問
官
で
あ
っ
た
。
父
祖
は
南
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

に
発
し
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ゲ
ー
ベ
ゼ
ー
（G

ebesee

）
に
淵
元
す
る
と
い
う
。

五
歳
の
時
家
族
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
へ
、
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る
と
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
へ
引
っ
越
し
た
。
大
戦
中
、

官
を
辞
し
た
父
親
が
ベ
ル
リ
ン
で
弁
護
士
を
開
業
す
る
と
、
家
族
も
こ
の
大
都
会
へ
引
っ
越
し
た
。
大
戦
後
ほ
ど
な
く
父
が
死
去
す

る
と
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
中
退
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
銀
行
に
就
職
し
た
。
一
七
歳
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
フ

ン
ボ
ル
ト
大
学
の
勤
労
学
生
と
し
て
、
グ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
精
神
史
と
文
学
史
、
ゾ
ン
バ
ー
ト
の
国
民
経
済
学
、
ハ
ー
ン
の
民
俗
学
、

ホ
ル
チ
ュ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
な
ど
の
講
義
を
聴
講
し
た
。
修
業
年
限
が
あ
け
る
と
と
も
に
銀
行
を
退
職
、
出
版
業
に
か
か
わ
る
が
、

強
度
の
抑
鬱
に
襲
わ
れ
、
自
殺
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
一
年
三
月
、
ド
イ
ツ
を
離
れ
る
。
パ
リ
、
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
、
エ
ク

ス
・
ア
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
を
経
て
、
一
二
月
に
マ
ラ
ガ
に
至
る
。
一
九
三
二
年
か
ら
ト
レ
モ
リ
ノ
ス
、
続
い

て
マ
ド
リ
ッ
ド
に
居
住
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
教
育
省
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
。
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一
九
三
五
年
、
ガ
ル
シ
ー
ア
・
ロ
ル
カ
ら
ス
ペ
イ
ン
の
詩
人
た
ち
と
の
交
流
が
は
じ
ま
る
。
ル
イ
ス
・
セ
ル
ヌ
ー
ダ
と
と
も
に
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
一
八
編
を
ス
ペ
イ
ン
語
に
翻
訳
し
、
雑
誌
に
発
表
す
る
。
ま
た
翌
年
に
は
『
新
ス
ペ
イ
ン
詩
集
』
の
表
題
で
、
ス

ペ
イ
ン
の
現
代
詩
を
独
訳
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
書
肆
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
ロ
ル
カ
に
つ
い
て
は
、
か
れ
が
ゲ
プ
サ
ア
の
詩
集
の
た
め

に
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
た
追
想
録
『
ロ
ル
カ
と
母
た
ち
の
国
』（Lorca und das R

eich der M
ütter

）
を
一
九
四
九
年
に
発

表
し
て
い
る
。

『
リ
ル
ケ
と
ス
ペ
イ
ン
』
を
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
き
あ
げ
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
の
勃
発
で
出
版
は
と
り
や
め
に
な
る
。
一
九

三
六
年
八
月
、
ロ
ル
カ
が
逮
捕
さ
れ
殺
さ
れ
る
。
一
〇
月
マ
ド
リ
ッ
ド
を
脱
出
す
る
。
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
で
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
に
捕
ま
り

一
日
半
拘
禁
さ
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
の
友
人
の
援
助
に
よ
り
銃
殺
を
免
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
へ
逃
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る

一
九
三
九
年
ま
で
、
パ
リ
に
滞
在
し
、
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
そ
し
て
ピ
カ
ソ
ら
と
交
わ

る
。
一
九
三
九
年
八
月
三
〇
日
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ス
イ
ス
へ
脱
出
す
る
。
国
境
が
閉
鎖
さ
れ
る
わ
ず
か
二
時
間
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

翌
年
『
リ
ル
ケ
と
ス
ペ
イ
ン
』（
独
語
版
）
を
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
オ
プ
レ
ヒ
ト
か
ら
出
版
し
た
。
ゲ
プ
サ
ア
は
、
リ
ル
ケ
が
エ
ル
・
グ

レ
コ
体
験
と
そ
れ
に
続
く
ス
ペ
イ
ン
旅
行
で
回
復
す
る
世
界
連
関
を
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
の
観
点
か
ら
解
釈
し
て
い
る

（
一
一
）。

一
九
四
一
年
、
テ
ッ
シ
ン
に
居
住
、
翌
年
末
に
ア
ス
コ
ー
ナ
に
移
る
。
ユ
ン
グ
、
ケ
レ
ー
ニ
イ
、
ポ
ル
ト
マ
ン
な
ど
エ
ラ
ノ
ス
会

議
の
碩
学
た
ち
と
の
交
流
が
は
じ
ま
る
。
一
九
四
四
年
、
母
が
多
発
性
硬
化
症
で
亡
く
な
る
。
そ
の
事
実
を
ゲ
プ
サ
ア
が
知
る
の
は

八
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
「
応
用
心
理
学
研
究
所
」
で
講
師
を
務
め
る
。
五
月
七
日
か
ら
七
月
一
六
日
ま
で
一
〇
回
に
わ

た
る
講
義
「
魂
と
精
神
に
つ
い
て
」（
全
集
五
巻
所
収
）
を
お
こ
な
う
。
一
九
四
八
年
ブ
ル
ク
ド
ル
フ
へ
転
居
、
一
九
五
一
年
に
市

民
権
を
得
る
。
こ
の
年
、
マ
ッ
ク
ス
・
ベ
ン
ゼ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ
ー
ト
、
グ
ス
タ
フ
・
ハ
ル
ト
ラ
ウ
プ
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
マ
ル
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ヒ
、
ミ
ッ
チ
ャ
ー
リ
ヒ
、
ポ
ル
ト
マ
ン
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ト
リ
ッ
チ
ュ
、
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ

ー
と
と
も
に
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
商
科
大
学
の
連
続
講
演
「
新
し
い
世
界
観
、
非
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
時
代
の
到
来
に
関
す
る
国

際
討
議
」
に
招
か
れ
た
。
翌
々
年
の
第
二
回
大
会
に
も
参
加
し
、
ダ
ッ
ラ
ピ
ッ
コ
ラ
、
ゲ
ー
レ
ン
、
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
、
ホ
ル
ト
ゥ

ー
ゼ
ン
、
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
ら
と
と
も
に
講
演
す
る
。
一
九
五
三
年
一
二
月
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
開
か
れ
た
第
一
回
「
超
心
理
学
研
究

国
際
会
議
」
に
参
加
。
一
九
五
四
年
一
月
、
ラ
ジ
オ
・
バ
ー
ゼ
ル
が
企
画
し
た
「
超
心
理
学
の
問
題
」
に
つ
い
て
の
特
集
番
組
に
ヤ

ス
パ
ー
ス
、
ポ
ル
ト
マ
ン
と
出
演
す
る
。
四
月
、
サ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ァ
ン
ス
で
開
か
れ
た
「
超
心
理
学
研
究
国
際
会
議
」
に

参
加（

一
二
）。

一
九
五
五
年
八
月
末
、
内
臓
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
を
受
け
る
。
一
九
五
七
年
五
月
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
共
同
講
演
会
「
新
た
に
見
え

て
く
る
世
界
」
の
冒
頭
発
表
者
を
務
め
る
。
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
、
ポ
ル
ト
マ
ン
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
フ
ォ
ン
・
ザ
ー
リ
ス
が
参
加
し
た
。

一
九
六
一
年
三
月
か
ら
七
月
末
ま
で
ア
ジ
ア
旅
行
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中

国
、
台
湾
、
日
本
（
東
京
、
鎌
倉
、
日
光
、
京
都
、
奈
良
、
伊
勢
）
を
回
る
。
鎌
倉
に
鈴
木
大
拙
を
訪
ね
る
。
旅
行
の
見
聞
と
思
索

は
翌
年
、『
ア
ジ
ア
入
門
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
九
六
八
年
に
は
増
補
版
が
『
ア
ジ
ア
の
異
な
る
微
笑
』
と
し
て
出
版
さ
れ
る
。

一
九
六
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
冬
に
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
。（5-2, 140

）

一
九
六
五
年
、
六
〇
歳
記
念
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
る
。
ベ
ル
ン
市
か
ら
文
学
賞
を
授
与
さ
れ
る
。

一
九
六
六
年
一
一
月
、
緊
急
手
術
を
受
け
る
。『
根
源
と
現
在
』
の
脱
稿
以
後
、
生
活
を
支
え
る
た
め
に
続
け
て
き
た
講
演
旅
行

に
明
け
暮
れ
る
生
活
が
終
わ
り
を
迎
え
る
。
病
状
は
重
篤
だ
っ
た
が
、
奇
跡
的
に
命
を
と
り
と
め
る
。
し
か
し
再
び
健
康
が
戻
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
七
年
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
の
比
較
文
化
講
座
名
誉
教
授
に
就
任
す
る
が
、
病
の
た
め
に
、
講
義
は
で
き

な
か
っ
た
。
一
九
六
八
年
、『
ア
ジ
ア
の
異
な
る
微
笑
』
出
版
。
一
九
七
〇
年
、『
不
可
視
の
根
源
』
出
版
。『
根
源
と
現
在
』
第
三
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版
出
版
。
一
九
七
一
年
六
月
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
を
訪
問
。
一
九
七
二
年
一
〇
月
、
バ
ー
ト
・
ボ
ル
で
開
催
さ
れ
た

医
学
者
会
議
（
テ
ー
マ
は
「
不
安
の
知
覚
」）
で
、
結
び
の
講
演
「
根
源
的
不
安
と
根
源
的
信
頼
」
を
お
こ
な
う
。
一
九
七
三
年
五

月
十
四
日
、『
衰
退
と
関
与
』
の
序
文
を
書
き
あ
げ
た
直
後
に
自
宅
で
逝
去
、
享
年
六
七
歳
。

注
括
弧
付
引
用
は
、Jean G

ebser, G
esam

tausgabe in 9 B
änden. 2. A

uflage. 1999 N
ovalis Verlag A

G
 Schaffhausen

に
よ
る
。
括
弧
内
の
数
字
は
順
に
巻
数
、
頁
数
で
あ
る
。
こ
の
八
巻
九
冊
か
ら
な
る
全
集
の
編
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

一
巻
：
『
西
洋
の
変
貌
』、『
文
法
の
鏡
』、『
リ
ル
ケ
と
ス
ペ
イ
ン
』、『
ロ
ル
カ
と
母
た
ち
の
国
』。
第
二
巻
：
『
根
源
と
現
在
』

第
一
部
。
第
三
巻
：
『
根
源
と
現
在
』
第
二
部
。
第
四
巻
：
『
根
源
と
現
在
』
注
釈
。
第
五
巻
の
一
お
よ
び
二
：
『
根
源
と
現
在
』

に
つ
い
て
の
講
演
と
講
話
。
第
六
巻
：
『
ア
ジ
ア
の
異
な
る
微
笑
』、
小
論
集
。
第
七
巻
：
『
休
眠
の
歳
月
』、『
夢
の
本
』、
詩
、

証
言
。
第
八
巻
：
人
名
お
よ
び
項
目
索
引
。
な
お
、
ゲ
プ
サ
ア
六
〇
歳
記
念
論
文
集
『
世
界
の
透
徹
』（Transparente W

elt. 

Festschrift zum
 sechzigsten G

eburtstag von Jean G
ebser. H

rsg. von G
ünter Schulz. Im

 Verlag H
ans H

uber 

B
ern und Stuttgart 1965

）
の
巻
末
に
、
詳
し
い
書
誌
（R

obert A
lder

編
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
集
の
主
な
執

筆
者
は
以
下
の
通
り
。
自
然
科
学
か
ら
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
、
エ
ッ
カ
ル
ト
・
ハ
イ
メ
ン
ダ
ー
ル
、
ア
ド
ル
フ
・

ポ
ル
ト
マ
ン
。
人
文
科
学
か
ら
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
キ
ュ
ー
ン
、
ジ
ャ
ン
・
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ー
リ
ス
。
法
学
か
ら
、
ヴ

ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ビ
ュ
ル
ギ
、
ハ
ン
ス
・
マ
ル
テ
ィ
。
経
済
学
か
ら
、
フ
リ
ッ
ツ
・
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
プ
レ
ラ
ー
。
医
学
か
ら
、
グ
ス
タ
フ
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ハ
イ
ヤ
ー
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ヨ
ー
レ
ス
。
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（
一
）　

副
題
は
「
物
理
学
、
生
物
学
、
心
理
学
に
お
け
る
最
近
の
研
究
成
果
の
概
要
と
現
代
お
よ
び
未
来
に
と
っ
て
の
意
義
」。

（
二
）　

ポ
ル
ト
マ
ン
は
生
物
学
に
由
来
す
る
、
こ
の
人
口
に
膾
炙
し
た
言
葉
が
、
歴
史
哲
学
に
転
用
さ
れ
る
際
に
生
み
出
し
や
す

い｢
誤
解｣

に
つ
い
て
注
意
を
促
し
て
い
る
。
歴
史
哲
学
に
お
い
て
時
代
区
分
の
表
現
と
し
て
使
わ
れ
る
「
突
然
変
異
」
は
、

生
物
学
的
に
は
そ
の
影
響
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
ド
ル
フ
・
ポ
ル
ト
マ
ン
「
生
命
現
象
と
し
て
の
形
態
形
成
」。
エ
ラ

ノ
ス
叢
書
9
『
言
葉
と
創
造
』（
桂
芳
樹
訳
）
二
四
四
頁
以
下　

平
凡
社　

一
九
九
五
年

（
三
）　

ゲ
プ
サ
ア
の
心
理
学
へ
の
関
心
は
フ
ロ
イ
ト
以
降
の
無
意
識
理
論
に
限
ら
れ
る
。
ゲ
プ
サ
ア
に
と
っ
て
深
層
心
理
学
が
意

味
深
い
の
は
、
そ
の
臨
床
的
実
学
性
ゆ
え
で
は
な
い
。
新
た
な
意
識
の
次
元
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・

ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
が
物
理
学
に
お
い
て
、
ポ
ル
ト
マ
ン
が
生
物
学
に
お
い
て
、
明
示
す
る
も
の
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

当
時
隆
盛
を
極
め
た
行
動
主
義
が
一
顧
だ
に
さ
れ
な
い
の
は
、
行
動
主
義
の
予
測
可
能
性
が
そ
も
そ
も
過
去
の
延
長
と
し
て
の

未
来
と
い
う
、
旧
来
の
時
間
概
念
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
四
）「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
意
識
が
既
存
の
合
理
化
・
抽
象
化
作
用
を
通
し
て
生
み
出
す
「
世
界
表
象
」

（W
eltvorstellung

）
は
真
の
新
し
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
新
た
な
「
世
界
像
」（W

eltbild

）
や
「
世
界
観
」

（W
eltanschauung

）
を
持
ち
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
「
世
界
表
象
」
の
克
服
で
は
な
く
、
神
話
的
段
階
な
い
し
は
魔

術
的
段
階
へ
の
退
行
に
す
ぎ
な
い
。（2, 33

）

（
五
）　

エ
ー
リ
ヒ
・
ノ
イ
マ
ン
の
『
意
識
の
起
源
史
』
が
意
識
一
般
の
、
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
発
達
の
歴
史
を
扱
う
の
に
対
し
、

ゲ
プ
サ
ア
は
現
在
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
可
能
性
を
吟
味
す
る
た
め
に
、
西
欧
的
意
識
の
発
展
史
、
さ
ら
に
は

そ
れ
を
包
括
す
る
人
類
の
意
識
の
発
展
史
を
再
構
成
す
る
。

（
六
）　

テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
著
作
集
1　
『
現
象
と
し
て
の
人
間
』（
美
田
稔
訳
）
一
九
頁　

み
す
ず
書
房　

一
九
六
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九
年

（
七
）　

西
洋
の
技
術
が
外
界
の
支
配
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
東
洋
の
技
術
は
内
面
の
統
御
に
使
わ
れ
る
。
東
洋
の
技
術
を
支

え
る
論
理
は
、
不
合
理
を
厭
わ
ぬ
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
思
考
だ
が
、
ゲ
プ
サ
ア
は
西
洋
人
が
最
も
嫌
う
こ
の
神
話
的
思
考
形
式

に
、
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
の
相
補
性
原
理
を
援
用
す
る
こ
と
で
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
。
講
演
「
人
間
の
技
術
へ
の
関
係
に
お

け
る
変
化
」（5-2, 19ff.

）
参
照
。
西
洋
と
東
洋
の
相
補
性
に
つ
い
て
は
、『
ア
ジ
ア
の
異
な
る
微
笑
』
第
九
章
「
西
と
東
の

補
完
」（6, 108ff.
）
を
参
照
。

（
八
）　

ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
は｢

意
識
の
ス
ペ
ク
ト
ル｣

と
い
う
複
層
構
造
を
提
示
す
る
が
、「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
空
間

意
識
の
視
点
に
立
っ
て
お
り
、
ゲ
プ
サ
ア
の
思
想
と
は
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
意
識
の
ス
ペ
ク
ト
ル
層
の
違
い
は
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
領
す
る
範
囲
の
大
き
さ
の
違
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
最
小
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
ペ
ル
ソ
ナ
の

段
階
か
ら
、
自
己
と
非
自
己
が
完
全
な
ひ
と
つ
の
全
体
を
形
成
す
る
統
一
意
識
と
い
う
究
極
の
境
位
ま
で
、
違
い
を
も
た
ら
す

も
の
は
領
域
の
「
境
界
線
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
『
無
境
界
』（
吉
福
伸
逸
訳
）
一
八
頁
以
下　

平
河
出

版
社　

一
九
八
六
年
ゲ
プ
サ
ア
の
米
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
参
照
。C

onsciousness and C
ulture: A

n 

Introduction to the Thought of Jean G
ebser. Edited by Eric M

ark K
ram

er. W
estport, C

onn. G
reenw

ood Press 

1992.

（
九
）　

ゲ
プ
サ
ア
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
を
生
の
哲
学
者
と
み
な
し
、
か
れ
の
歴
史
的
理
性
批
判
を
評
価
し
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

ゲ
プ
サ
ア
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
重
視
す
る
「
体
験
」
を
魔
術
的
段
階
に
位
置
づ
け
て
い
る
。（2, 343ff.

）「
ア
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ヴ
な
」
段
階
に
お
い
て
も
「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
な
」
意
識
の
本
質
で
あ
る
対
立
や
二
元
性
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
主
客

の
分
離
は
残
る
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
が
古
典
力
学
と
量
子
力
学
を
め
ぐ
っ
て
、
あ
る
カ
ン
ト
哲
学
者
と
交
わ
し
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た
対
話
は
、
ゲ
プ
サ
ア
が｢

透
徹｣

と
呼
ぶ
新
た
な
意
識
の
境
位
を
活
写
し
て
い
る
。
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
、
量
子
力
学
が
古

典
力
学
的
な
因
果
律
に
従
わ
な
い
と
し
て
も
、
古
典
力
学
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
両
者
は
交

り
合
わ
な
い
が
、
重
な
っ
て
い
る
。
主
客
を
対
立
さ
せ
る
意
識
の
枠
組
み
は
古
典
力
学
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
歴

史
の
発
展
と
と
も
に
人
間
の
思
考
の
構
造
も
変
わ
る
」
の
で
あ
る
。Q

uantenm
echanik und K

antsche Philosophie. In: 

W
erner H

eisenberg, Q
uantentheorie und Philosophie. Vorlesungen und A

ufsätze. H
rsg. von Jürgen B

usche. 

Stuttgart 1979.

（
一
〇
）　

東
洋
と
西
洋
の
出
会
い
が
注
目
さ
れ
た
「
コ
ル
ド
バ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
一
九
七
九
年
）
を
頂
点
と
し
て
、
西
洋

は
そ
の
後
、
ゲ
プ
サ
ア
の
愛
し
た
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
ヘ
ス
ペ
リ
ア
の
ユ
ー
ノ
ー
的
冷
静
」
に

戻
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
ジ
ャ
ン
・
ギ
ト
ン
に
よ
る
超
実
在
論
の
ク
レ
ド
に
は
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ン
・
ギ
ト
ン
、
グ
リ
シ
ュ
カ
・
ボ
グ
ダ
ノ
フ
、
イ
ゴ
ー
ル
・
ボ
グ
ダ
ノ
フ
『
神
と
科
学
』（
幸
田
礼
雅
訳
）
新
評
論　

一

九
九
二
年

（
一
一
）　

ゲ
プ
サ
ア
は
、
リ
ル
ケ
を
過
去
の
神
秘
主
義
に
引
き
つ
け
る
退
嬰
的
解
釈
を
斥
け
て
い
る
。
リ
ル
ケ
が
開
示
す
る
存
在

連
関
は
、
時
代
に
先
行
す
る
新
た
な
意
識
の
所
産
で
あ
り
、
そ
れ
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
、
カ
フ
カ
、
ト
ラ
ー
ク
ル
ら
同
時
代
の
文
学

者
に
共
通
す
る
、
形
容
詞
の
画
期
的
な
統
語
法
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。（1, 40

）『
根
源
と
現
在
』
序
文
に
よ
れ
ば
、

着
想
は
一
九
三
二
年
に
遡
る
と
い
う
。（2, 16

）

（
一
二
）　

ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
視
覚
は
三
次
元
の
世
界
を
網
膜
と
い
う
二
次
元
平
面
に

投
影
さ
れ
た
図
像
か
ら
再
現
し
て
い
る
。
こ
こ
に
錯
視
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
「
マ
ッ
ハ
の
本
」。
立
て
た
本
の
表
紙
を
見
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
中
の
書
面
を
見
て
い
る
の
か
。
二
つ
の
平
行
四
辺
形
の
輪
郭
線
と
い
う
、
ご
く
限
ら
れ
た
二
次
元
の
情
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報
か
ら
は
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
様
に
、
た
と
え
四
次
元
の
時
空
間
に
関
す
る
情
報
が
、
い
わ
ゆ
る
「
超
感
覚
的
知

覚
」
と
し
て
私
た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
因
果
律
を
構
成
す
る
ほ
ど
の
確
度
を
も
た
な
い
こ
と
は
、
日
常

経
験
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
超
心
理
学
の
実
験
が
は
か
ば
か
し
い
成
果
を
あ
げ
え
な
い
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
ゲ
プ
サ
ア
が

超
心
理
学
に
好
意
的
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
か
れ
の
思
想
家
と
し
て
の
評
価
を
保
留
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
神
秘
主
義
や
オ
カ
ル
ト
へ
の
安
易
な
退
行
を
繰
り
返
し
批
判
し
て
い
た
事
実
に
か
ん
が
み
る
な
ら

ば
、
超
心
理
学
を
め
ぐ
る
事
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
、
か
れ
の
死
後
で
あ
っ
た
こ
と
は
不
運
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

254


